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四． 二． ． 
問
題
用
紙
は
「
＋
三
枚
」

＝
 
．
 

②
「
専
門
科
目
・
共
通
」
は
、
出
願
時
に
届
け
出
た
研
究
指
導
・
指
導
教
員
の
専
門
分
野
に
よ
り
、

左
記
の
表
の
「
解
答
す

べ
き
問
題
」
（
共
通
A
S
C
の
い
ず
れ
か
一
問
）
を
解
答
し
な
さ
い
。
な
お
、
「
解
答
す
べ
き
問
題
」
以
外
を
解
答
し
た

場
合
、
当
該
解
答
は
「
0
点
」
と
な
り
ま
す
。

解
答
用
紙
は
、
「
問
題
番
号
」
ご
と
に
一
枚
使
用
す
る
こ
と
。
全
て
の
解
答
用
紙
の
所
定
欄
に
、
受
験
番
号
・
氏
名

・
研

究
指
導
名
・
指
導
教
員
名
、
な
ら
び
に
「
問
題
番
号
」

（
例
「
選
択
八
」
・
「
共
通
A
」
な
ど
）
を
必
ず
記
入
す
る
こ
と
。

解
答
用
紙
の
ホ
ッ
チ
キ
ス
は
、

は
ず
さ
な
い
こ
と
。
ま
た
、
無
解
答
の
解
答
用
紙
で
も
提
出
す
る
こ
と
。

（
本
ペ
ー
ジ
含
む
）
、
解
答
用
紙
は

「
二
枚
」
で
す
。

必ず枚数を確認すること。
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た子 呂子 呂子 を 題懇

含
で

む
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国
語
教
育
専
攻
の
入
学
試
験
問
題
は
、

と
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

①
「
専
門
科
目
・
選
択
」
は
、
出
願
時
に
届
け
出
た
研
究
指
導
・
指
導
教
員
の
専
門
分
野
に
よ
り
、
左
記
の
表
の
「
解
答
す

べ
き
問
題
」
（
選
択
一
＼
選
択
七
）
を
解
答
し
な
さ
い
。
な
お
、
「
解
答
す
べ
き
問
題
」
以
外
を
解
答
し
た
場
合
、
当
該

解
答
は
「

0
点
」
と
な
り
ま
す
。

〔
専
門
科
目
・
選
択
〕

解
答
上
の
注
意

〔
専
門
科
目
〕

（
配
点

6
0
%）
と

〔
専
門
科
目
・
共
通
〕

二
0
二
ニ
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
士
課
程
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

【
国
語
教
育
専
攻
】

（
配
点

4
0
%
)

以

上

ー
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二
、
次
の

I
S
N
の
う
ち
か
ら
二
題
を
選
び
、
具
体
的
に
解
説
し
な
さ
い
。

芦
田
・
友
納
論
争
に
お
け
る
「
随
意
選
題
」

探
究
的
な
学
習
と
言
語
能
力
の
育
成

マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
・
リ
テ
ラ
シ
ー
と
批
判
的
思
考

時
枝
誠
記
の
古
典
教
育
論
の
特
徴

大
村
は
ま
国
語
単
元
学
習
に
お
け
る
「
学
習
の
手
引
き
」

観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
と
そ
の
在
り
方

三
、
「
A

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
に
お
け
る
「
話
し
合
い
」
の
指
導
と
、
「
C

読
む
こ
と
」
に
お

け
る
「
話
し
合
い
」
や
他
教
科
に
お
け
る
「
話
し
合
い
」
と
の
違
い
、
及
び
そ
れ
ら
の
関
係
に
つ
い
て
、

①
国
語
科
に
お
け
る
系
統
的
な
指
導
の
観
点

②
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点

以
上
の

二
観
点
か
ら
、
具
体
的
事
例
を
挙
げ
て
詳
し
く
説
明
し
な
さ
い
。

r 

A

「
イ
エ
ス
シ
」
読
本

c
雑
誌
『
綴
方
生
活
』

E

学
力
の
三
要
素

G

知
徳
ノ
啓
発

HFDB  

一
、
次
の

A
S
H
の
う
ち
か
ら
三
題
を
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

セ
ン
テ
ン
ス
メ
ソ
ッ
ド

一
読
総
合
法

．

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
テ
ス
ト

の
機
能

※
解
答
に
際
し
て
は
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

選
択

し--」

国
語
教
育

r--l 

専
門
科
目
e

選
択
9,  

〖
国
語
教
育
専
攻〗

修
土
課
程

二
0
二
ニ
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

一
般
。
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

の
{・



ONM  〔
選
択
二
〕

一

次

の

A
S
L
の
事
項
の
う
ち
か
ら
四
題
を
選
び
、
説
明
し
な
さ
い
。

選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。
）

サ
イ
レ
ン
ト
ウ
ェ
イ

『
て
に
を
は
紐
鏡
』

和
文
特
有
語
と
訓
読
特
有
語

ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス

二

次

の

M
S
O
の
う
ち
か
ら
一
題
を
選
び
、
具
体
的
に
論
じ
な
さ
い
。

選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。
）

係
り
結
び
の
機
能
と
そ
の
崩
壊

日
本
語
の
テ
ン
ス
と
ア
ス
ペ
ク
ト
の
関
係
性

文
章
分
析
と
談
話
分
析
の
研
究
方
法
・
研
究
目
的
の
違
い

（
解
答
の
際
に
は
、

（
解
答
の
際
に
は
、

三
日
本
語
学
と
は
ど
の
よ
う
な
学
問
か
。
専
門
外
の
人
に
も
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
具

体
例
を
交
え
な
が
ら
、
学
問
領
域
・
研
究
対
象
・
研
究
方
法
・
研
究
の
意
義
・
研
究
の
応

用
可
能
性
等
に
つ
い
て
多
角
的
に
述
べ
な
さ
い
。

A

ヴ
ォ
イ
ス

D

音
節
と
拍

G

終
助
詞

J

大
槻
文
彦

B

異
形
態

E

心
埋
言
語
学

H

パ
ラ
言
語

k

方
言
周
圏
論

L I F C 

日
本
語
学

[
専
門
科
目
。
選
択
L.....J 

【
国
語
教
育
専
攻
】

修
土
課
程

二
0
二
ニ
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

一
般
。
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

「
ベ
ジ‘ヽ



(
E
)
稲
羽
の
素
兎

(
I
)
風
土
記
逸
文

(
F
)
出
雲
国
造
神
賀
詞

(
G
)
柿
本
人
麻
呂

(
J
)
歌
垣
歌

(
k
)

持
統
天
皇

(
H
)
『
万
葉
集
』
巻
八

〔
選
択
三
〕

二
0
二
ニ
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

古
典
文
学

(
I
)

(
A
)
『
古
事
記
』
の
三
巻
構
成

(
B
)
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
の
構
成

(
C
)
常
陸
国
司
解

(
D
)
万
葉
第
三
期

[
専
門
科
目
R
選
択
1 9 

〖
国
語
教
育
専
攻
〗

修
土
課
程

＿
般
。
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

上
代
文
学
問
題

一
、
次
の

(
A
)
s
(
D
)
の
う
ち
か
ら
、
二
題
を
選
択
し
て
論
述
し
な
さ
い
。
解
答
の
際
に
は
、
選
択
し
た
問
題
番
号

を
明
記
す
る
こ
と
。

二
、
次
の

(
E
)
s
(
K
)
の
う
ち
か
ら
、
三
題
を
選
択
し
て
簡
潔
に
（
一
題
あ
た
り
解
答
用
紙
五
行
以
内
）
説
明
し
な

さ
い
。
解
答
の
際
に
は
、
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

三
、
上
代
文
学
作
品
の
享
受
の
歴
史
を
踏
ま
え
、
そ
れ
を
研
究
す
る
こ
と
の
意
義
と
、
志
願
者
自
身
の
研
究
方
針
、
研
究

テ
ー
マ
に
つ
い
て
具
体
的
か
つ
簡
潔
に
（
解
答
用
紙
一

0
行
以
内
）
述
べ
な
さ
い
。

（
上
代
文
学
問
題
以
上
）



一
、
次
の

(
A
)
＼

（

D
)
の
う
ち
、

二
題
を
選
択
し
て
論
述
せ
よ
。

(
A
)
『
伊
勢
物
語
』
と
和
歌

(
B
)
『
蜻
蛉
日
記
』
の
特
質

(
C
)
『
源
氏
物
語
』
の
受
容

(
D
)
和
歌
と
物
語

二
、
次
の

(
E
)
S
(
M
)

の
う
ち
三
題
を
選
択
し
て
、
簡
潔
に
説
明
せ
よ
。

(
E
)
『
竹
取
物
語
』

(
F
)
『
古
今
和
歌
集
』

(
G
)
『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』

(
H
)
『
平
中
物
語
』

(
I
)
『
和
泉
式
部
日
記
』

(
J
)

『
更
級
日
記
』

(
K
)
藤
原
定
子

(
L
)
物
語
文
学
の
語
り

(
M
)
平
安
時
代
の
文
学
に
お
け
る
召
人

三
、
中
古
文
学
を
学
校
教
育
で
学
ぶ
意
義
と
は
何
か
、
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
よ
し

r--、 『→

選

択

四

1-./ 

古
典
文
学

(11)

中
古
文
学

※
解
答
に
際
し
て
は
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

専
門
科
目
。
選
択
t中

〖
国
語
教
育
専
攻
〗

修
士
課
程

二
0
二
ニ
年
度

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

一
般
。
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題
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⑩

正

徹

物

語

⑨
 

続

後

撰

和

歌

集

⑧

千

五

百

番

歌

合

⑦
 

源

家

長

日

記

⑥
 

定

家

八

代

抄

⑤
 

古

事

談

④
 

吾

妻

鏡

③

義

経

記

②
 

方

丈

記

①

承

久

記

二

、

次

の

①

'
)
⑩

の

中

か

ら

ヨ
叫
国
を
選
択
し
て
、

⑧

伝

本

研

究

の

意

義

に

つ

い

て

簡

潔

に

説

明

し

な

さ

い

。

⑦

鎌

倉

時

代

物

語

と

日

記

文

学

の

関

係

に

つ

い

て

⑥
 

中

世

に

お

け

る

題

詠

歌

と

贈

答

歌

に

つ

い

て

⑤

宮

廷

女

房

の
役
割
・

機

能

と

文

学

形

成

に

つ

い

て

④
 

『
今
昔

物

語

集

』

の

特

質

と

文

学

史

的

位

置

づ

け

に

つ

い

て

③
 

『
将
門
記
』
『
陸
奥
話
記
』

の

特

質

と

文

学

史

的

位

置

づ

け

に

つ

い

て

②

琵

琶

法

師

の

平

家

語

り

に

つ

い

て

①
 

『
平

家
物
語
』

に

見

ら

れ

る

仏

教

思

想

に

つ

い

て

ヽ

次

の

①

'
)
⑧

の

中

か

ら

ゴ
叫
5

を

選

択

し
て
、

詳

し

く

論

述

し

な

さ

い

。

〔
選
択
五
〕

古

典

文

学

(Ill) 

中

世

文

学

'ヽ 1

専
門
科
目

・
選
択
L―, ",I 

【
国
語
教
育
専
攻
】

修
士
課
程

二
0
二
ニ
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

一
般
。
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

,-. 
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(
J
)
魯
迅
「
狂
人
日
記
」

(
G
)

「
詩
中
有
画
」

(
H
)
三
言
二
拍

(
I
)
空
海

(
D
)
『
潅
浪
詩
話
』

(
E
)
江
西
詩
派

(
F
)
『
和
漢
朗
詠
集
』

(
A
)

詩
の
六
義

(
B
)
許
慎

(C
)

「
高
唐
賦
」

□
次
の

(
A
)
¥

（

J
)

に
説
明
し
な
さ
い
。

、、

の
中
か
ら
三
つ
の
項
目
を
選
び
、

そ
れ
ぞ
れ
の
文
学
史
な
い
し
は
文
化
史
的
意
味
を
中
心

イ
〔設
問

一
〕
傍
線
①
「
予
謂
：
・
・
：
来
哉
」
を
、
書
き
下
し
文
に
す
る
か
、
現
代
中
国
語
の
発
音
記
号
（
ピ
ン
イ
ン
）

で
書
く
か
、
い
ず
れ
か
―
つ
を
選
ん
で
答
え
よ
。

〔
設
問
二
〕
傍
線
②
「
故
其
：
．．．
．
 
餘
烈
」
を
和
訳
せ
よ
。

〔
設
問
三
〕
作
者
欧
陽
脩
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
記
せ
。

□
次
の
ア
＼
オ
の
中
か
ら
―
つ
を
選
択
し
、

を
記
し
な
さ
い
。

「
文
言
」
と
「
白
話
」

そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記
し
た
上
で
、
説
明
な
ら
び
に
あ
な
た
の
考
え

の
小
説
史
的
展
開
に
つ
い
て

「新
楽
府
」
と
「
古
文
復
興
」
に
つ
い
て

ウ
中
国
文
学
と
政
治
の
関
わ
り
に
つ
い
て

工
日
中
比
較
文
学
の
題
材
と
方
法
に
つ
い
て

オ
漢
文
教
育
に
お
け
る
「
日
本
漢
文
」
の
意
味
に
つ
い
て

ア
描
敗
零
落
者
、

乃
其
一
氣
之
餘
烈
゜

秋
之
為
昴
嗽
也
、

人
肌
骨
—゚
其
意
蕪
條
、

草
緑
網
而
争
茂

W

佳
木
葱
籠
而
可
悦
、

草
彿
之
而
色
妻
、

木
遭
之
而
葉
脱
。

其
所
以

山
川
寂
蓼
゜

凄
凄
切
切
、

呼
琥
憤
骰
、

其
色
惨
漁
、

煙
罪
雲
倣
゜

②
 剥

其

為

臀

也

、

其
容
清
明
、

天
高
日
晶
。

其
氣
慄
冽
、

豊I炭

人
臀
、

臀
在
樹
間
」
。

予
日
、

「
暗
ぶ
嘩

悲
哉
、

歌
陽
子
方
液
鼠
喩
、
聞
雀
溢
耳
自
＿
＿
西
南
祓
渚
。
棟
然
而
聴
？
日
、

以
薫
颯
、
忽
奔
騰
而
砕
涯
、
如
波
濤
夜
驚
、
風
雨
縣
至
一
其
鱗
＿於
物
也
、
縦
縦
鉾
鈴
、

①

_
I
 

金
鐵
皆
鳴
、
又
如
迪
噺
之
兵
、
衡
牧
疾
走
、
不
如
四
琥
令
ー、
但
馴
双
馬
之
行
臀
二
」
。
予

「
此
何
臀
也
。
汝
出
視
之
」
。
童
子
日
、
「
星
月
餃
潔
、
明
河
在
天
。

此
秋
臀
也
。

胡
為
而
束
哉
」
。

謂
童
子
、

蓋
夫

「
異
哉
。

口
欧
陽
脩

「秋
声
賦
」
の

一
節
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

〔
選
択
六
〕

中
国
古
典
文
学

問
題

[
専
門
科
目
。
選
択
L--」

【
国
語
教
育
専
攻
】

修
士
課
程

二
0
二
ニ
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

一
般
。
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

四
無

初
浙
猥

長

'
9
.

f
.
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ダ



(
A
)
「
不
如
帰
」

(
E
)
菊
池
寛

(
B
)
泉
鏡
花

(
F
)
吉
屋
信
子

[
選
択
七
]
近
代
文
学

日
本
近
代
文
学
の
中
心
的
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
な
さ
い
。

二

次

の

(
A
)
ー

(
E
)
の
中
か
ら
一
題
を
選
択
し
て
論
じ
な
さ
い
。

(
A
)
深
刻
小
説
に
つ
い
て

(
B
)
自
然
主
義
文
学
に
つ
い
て

(
C
)
関
東
大
震
災
と
文
学
に
つ
い
て

(
D
)
転
向
文
学
に
つ
い
て

(
E
)
日
本
近
代
文
学
に
お
け
る
検
閲
と
言
論
統
制
に
つ
い
て

次
の

(
A
)
S
(
G
)
の
中
か
ら
三
題
を
選
択
し
て
説
明
し
な
さ
い
。

（
「
」
は
作
品
名
、
『
」
は
雑
誌
名
を
示
す
）

(
C
)
『
明
星
』

(
D
)
『
白
樺
』

(
G
)
「
堕
落
論
」

[
専
門
科
目
e

選
択
]

修
土
課
程

二
0
二
ニ
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

一
般
。
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

〖
国
語
教
育
専
攻
〗

う
“
h
]



体

自

用

語

町

号き吾
ロロ

含
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
前
者
を
体
言
と
呼
び
、
後
者
を
用
言
と
呼
ぶ
。

が
ど
う
こ
う
だ
」
と
い
う
型
の
文
の
述
語
に
な
る
も
の
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
前
者
い
が
活
用
し
な
い
の

02 

に
対
し
て
、
後
者
⑯
が
活
用
す
る
こ
と
に
よ
る
活
用
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

み
ず
か
ら
の
な
か
に
辞
の
要
素
を

の
よ
う
に
、
単
独
で
述
語
に
な
り
得
る
も
の
、

す
な
わ
ち
「
何
々
が
ど
う
こ
う
す
る
」

「
何
々
が
あ
る
」
「
何
々

の
、
す
な
わ
ち
「
何
々
が
何
々
だ
」

も
の
だ
が
、

そ
の
う
ち
、
伺
「
本
」

自
用
語
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
述
語
に
も
修
飾
語
に
も
（
主
語
に
も
）
な
り
得
る

「
私
」
の
よ
う
に
＂
判
副
酎
を
と
も
な
っ
て
は
じ
め
て
述
語
に
な
り
得
る
も

と
い
う
型
の
文
の
述
語
に
な
る
も
の
と
、
⑯
「
行
く
」
「
白
い
」
「
静
か
だ
」

自
用
語

詞
｛
副
用
語

副
用
語
と
呼
ぶ
。

そ
れ
ら
に
依
存
し
て
、
副
次
的
に
修
飾
語
と
し
て
だ
け
用
い
ら
れ
る
単
語
と
が
あ
る
。
前
者
を
自
用
語
、

後
者
を

も
い
う
べ
き
主
語
・
述
語
に
み
ず
か
ら
な
り
得
る
単
語
と
、

「
い
わ
ゆ
る
」

「
ゆ
っ
く
り
」
の
よ
う
に
、

つ
ね
に

「
花
」

「
咲
く
」
の
よ
う
に
、
文
の
根
幹
を
な
す
と

さ
れ
た
表
現
と
い
う
面
の
強
い
も
の
で
あ
り
、

さ
て
、
単
語
は
ま
ず
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

―
つ
は
、
主
体
に
対
立
す
る
客
体
界
の
事
が
ら
の
概
念
化

下
、
そ
う
い
う
面
を
も
同
時
に
考
え
あ
わ
せ
て
行
く
こ
と
に
な
る
。

[
共
通
A
〕

次
の
文
章
は
、
阪
倉
篤
義
『
改
稿
日
本
文
法
の
話
』
(
-
九
七
四
年
三
月
教
育
出
版
）
の
最
後
尾
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、

二

0

品
詞
分
類
・
ま
と
め
」
の
一
部
で
あ
る
。
（
部
分
的
に
省
略
・
改
変
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
）

こ
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

わ
れ
わ
れ
の
顔
つ
ぎ
や
性
格
が
、
み
な
す
こ
し
ず
つ
違
っ
て
い
る
よ
う
に
、
単
語
・
も
ま
た
、

味
か
、
機
能
か
が
、
す
こ
し
ず
つ
み
な
違
っ
て
い
て
、
完
全
に
同
じ
も
の
は
一
つ
も
な
い
が
、

能
で
あ
る
と
同
時
に
、
反
面
ま
た
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
相
似
点
を
と
り
あ
げ
て
、

そ
の
形
態
か
、
意

し
か
し
、
小
異
を

捨
て
て
大
同
に
つ
く
と
す
れ
ば
、
往
ぼ
共
通
の
性
格
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
単
語
ど
う
し
を
集
め
て
、
以
上
十
一

ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
な
か
を
さ
ら
に
こ
ま
か
く
分
け
る
こ
と
も
、
も
ち
ろ
ん
可

く
こ
れ
を
、
体
言
と
か
用
言
と
か
副
用
言
と
か
に
ま
と
め
る
こ
と
も
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
結
局
、
「
詞
」

と
「
辞
」
と
い
う
、
二
つ
の
大
き
な
グ
ル
ー
プ
に
ま
で
到
達
し
た
。
そ
こ
で
、
以
上
に
述
べ
た
と
こ
ろ
を
思
い
返

し
な
が
ら
、
今
度
は
逆
に
、
単
語
全
体
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
出
発
し
て
、
そ
れ
が
、
ど
う
い
う
点
に
基
づ
い
て
次

第
に
こ
ま
か
く
分
類
さ
れ
て
い
く
か
を
考
え
て
み
よ
う
。
そ
の
際
、
な
に
か
の
基
準
が
必
要
に
な
る

5
7対
叶
叫

連
関
に
お
い
て
単
語
を
考
え
る
と

5
引
意
則
で

J_il語の
「
機
能
」
と
い
う
こ
と
を
第
一
に
お
き
た
い
と
思

う
。
し
か
し
、
こ
れ
―
つ
を
基
準
と
し
て
分
類
を
徹
底
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
理
想
的
で
は
あ
る
が
、
な
か
な

か
困
難
で
あ
り
、
ま
た
、
単
語
の
椴
能
は
、
当
然
そ
の
意
味
や
形
態
と
ふ
か
く
関
連
し
あ
う
も
の
だ
か
ら
、
以

く
り
返
し
述
べ
て
き
た
。

―
つ
は
、
主
体
の
立
場
（
判
断
．
感
情
・
欲
求
な
ど
）
が
逍
接
的
に

表
現
さ
れ
た
と
い
う
面
の
強
い
も
の
で
あ
る
。
前
者
両
了
ば
れ
、
後
者
曲
了
ば
れ
る
こ
と
は
｀

（
中
峰
）

た
だ
こ
の
な
か
で
、
「
ま
あ
」
「
い
い
え
」
「
さ
あ
」

よ
う
に
、
特
殊
な
も
の
と
し
て
、

の
よ
う
な
、

感
動
詞
と
呼
ば
れ
る
語
だ
け
は
、

は
じ
め
か
ら
区
別
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

包
み
こ
み
、
文
を
統
一
し
て
具
体
的
な
表
現
を
な
す
は
た
ら
き
を
持
ち
、

函
と
結
合
し
て
用
い
ら
れ
る
の
に
対
し
て

t
5で
独
立
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

｛畔
（
感
動
詞
）

つ
ぎ
に
詞
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、

こ
の
な
か
に
は

r

今
ま
で

さ
き
に
見
た

一
般
的
に
言
っ
て
、

E
宅

、

四

}

か
つ

‘̂
X>の
ほ
か

t
aは
つ
ね
に

一
段
上
の
レ
ベ
ル
で
大
き

日
本
語
学
（
含
日
本
語
教
育
）
松
木
正
恵

i I 

専
門
科
目

共゚
通
1,I 

【
国
語
教
育
専
攻
】

修
土
課
程

＿o
 一
年
度

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

り



以
上
を
―
つ
に
ま
と
め
る
と
、

辞
テ ＇、
助助接

動続
詞詞詞

あ
る
。
助
詞
に
は
活
用
が
な
い
。

結
局
つ
ぎ
の
ペ
ー
ジ
の
よ
う
に
な
る
。

G
氣
各
憂
忍
区
拗
載
）

連
体
詞

副

用

語

副

詞

[
（
陳
述
副
詞
）

て
、
少
し
区
別
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

動

詞

用

言

形

容

詞

｛
形
容
翌
詞

ら、

3
 

用
言
の
方
は
、
そ
の
な
か
に
、
伺
「
書
く
」

名
詞
（
数
詞
）

魯
｛
代
名
詞

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

体
言
は
、
さ
ら
に
、
事
が
ら
を
純
客
体
的
に
、

名
で
も
っ
て
表
す
も
の
と
、

にへ

話
し
手
と
の
関
係
に
お
い
て
表
す
も
の
と
に
わ
か
れ
る
。
前
者
が
名
詞
、
後
者
が
代
名
詞
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
名
詞
は
、
も
っ
と
も
詞
的
な
詞
だ
と
言
え
る
。
名
詞
の
な
か
に
、
さ
ら
に
「
三
つ
・
八
番

・
五
百
人
」
の
よ

う
な
数
詞

（
数
を
も
っ
て
表
す
も
の
）
を
分
け
る
こ
と
も
で
き
る
。

’~ 

••. 

「
あ
る
」
の
よ
う
に
、
「
何
々
が
ど
う
こ
う
す
る
」

「
何
々
が
あ

こ
~

る
」
と
い
う
型
の
文
の
述
語
に
な
る
も
の
と
、
⑧
「
寂
し
い
」

「
元
気
だ
」
の
よ
う
に
、

だ
」
と
い
う
型
の
文
の
述
語
に
な
る
も
の
と
が
あ
る
。
こ
れ
を
意
味
の
上
か
ら
言
う
と
、
前
者
伺
は
、
性
質

・
状

9
 

.

.
 

,．9
9
,
9
1

,
＇ 

．．
 

I
 

態
を
推
移
的
・
流
動
的
な
も
の
と
し
て
表
現
し
、
後
者
⑯
は
、
そ
れ
を
静
止
的
・
固
定
的
な
も
の
と
し
て
表
現
し

て
い
る
。
前
者
が
動
詞
、
後
者
が
形
容
詞

・
形
容
動
詞
で
あ
る
。
形
態
の
面
か
ら
言
う
と
、
五
十
音
図
の
一
行
に

活
用
す
る
も
の

（動
詞
）
と
、
二
行
に
わ
た
っ
て
活
用
す
る
も
の
（
形
容
詞
）
と
、
動
詞
に
似
た
活
用
を
し
な
が

か
つ
、
そ
れ
が
躙
詞
形
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
と
い
う
点
で

形
容
詞
に
似
て
い
る
も
の
（
形
容
動
詞
）
と
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
で
自
用
語
は
大
体
分
類
さ
れ
た
。
つ
ぎ
は
副
用
語
だ
が
、
こ
の
な
か
に
は
、
形
容
詞
的
修
飾
語
と
し
て
だ

ヰ

け
用
い
ら
れ
る
も
の
と
副
詞
的
修
飾
語
と
し
て
だ
け
用
い
ら
れ
る
も
の
と
が
あ
る
。
前
者
が
連
体
詞
、
後
者
が

副
詞
と
呼
ば
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
形
容
詞
的
修
飾
お
よ
び
副
詞
的
修
飾
の
陳
述
を
に
な
う
べ
共
念
粥
誨
令
素
を
、
う

ち
に
含
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
i

応
わ
ゆ
る
陳
述
副
詞
は
、
む
し
ろ
辞
の
性
格
を
持
つ
も
の
と
し

以
上
で
詞
の
分
類
が
終
っ
た
。

つ
ね
に
詞
と
結
合
し
て
文
節
を
構
成
す
る
も
の
と
が
、
わ
か
れ
る
。
前
者
り
は
、
並
存
あ
る
い
は
継
起
す
る
二
つ

の
事
が
ら
に
対
す
る
話
し
手
の
立
湯
を
表
す
も
の
、
す
な
わ
ち
接
続
詞
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
後
者

0
は
、

⑧
話
し
手
の
、
事
が
ら
の
存
在
に
関
す
る
判
断
、
回
想
お
よ
び
確
認
、
不
確
実
な
判
断
、
敬
譲
の
気
持
ち
な
ど
を

表
す
も
の
と
、
⑯
お
な
じ
く
話
し
手
の
、
事
が
ら
と
事
が
ら
と
の
関
係
に
対
す
る
認
定
、
並
存
ま
た
は
継
起
す
る

二
つ
の
事
が
ら
に
対
す
る
立
湯
、
あ
る
事
が
ら
を
取
り
あ
げ
て
強
く
提
示
し
た
り
、
限
定
し
た
り
す
る
気
持
ち
、

惑
動

・
詠
嘆
・
禁
止
の
気
持
ち
、
な
ど
を
表
現
す
る
も
の
と
に
わ
か
れ
る
。
前
者
⑥
は
助
動
詞
、
後
者
⑯
は
助
詞

で
あ
る
。
助
動
詞
に
は
、
共
通
し
て
判
断
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
が
活
用
す
る
こ
と
と
関
係
が

さ
て
、
こ
れ
を
な
が
め
て
み
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
す
ぺ
て
の
単
語
を
、
客
体
界
の
事
が
ら
だ
け
を
表
す
も

の
、
主
体
的
な
立
場
だ
け
を
表
す
も
の
、
と
い
う
よ
う
に
、
き
っ
ぱ
り
二
つ
に
わ
り
き
っ
て
考
え
る
こ
と
は
、
む

ず
か
し
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
。
た
し
か
に
、
そ
の
両
極
に
位
す
る
も
の
、
す
な
わ
ち
、
も
っ
と
も
詞

的
な
詞
と
も
い
う
べ
き
「
名
詞
」
と
、

そ
の
性
格
に
い
ち
じ
る
し
い
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
代
名
詞
に
は
、
す
で
に
や
や
主
体
的
な
も
の
が
関

係
し
、
用
言
や
副
用
語
に
は

R
幽
の
要
素
が
同
時
に
含
ま
れ
て
い
て
、
い
わ
ば
辞
を
含
む
詞
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
、
陳
述
副
詞
は
、
も
は
や
辞
の
領
域
に
ふ
み
こ
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
と
、
辞
に
属
す

る
＾

x＞
と
の
問
は
、
非
常
に
近
い
。
し
か
も
、

一
応
、
主
体
的
な
も
の
を
表
す
と
い
う
立
場
で
考
察
し
て
き
た

辞
の
な
か
に
も

8
指
定
・
打
消
・
完
了
の
助
動
詞
や

rぷ
コ
譴
霜
鴻
鑓
に
す
ら
、
い
く
ぶ
ん
今
幽
的
な
性
格
が
認

め
ら
れ
な
く
は
な
い。

そ
う
な
っ
て
く
る
と
、
む
し
ろ
詞
的
な
語
と
辞
的
な
語
と
は
、
そ
の
中
間
的
な
も
の
を
介

し
て
、

「
に
・
と
」
と
い
う
特
殊
な
活
用
形
を
持
ち
、

つ
ぎ
に
辞
だ
が
、
ま
ず
、
こ
の
う
ち
で
、
伺
単
独
で
用
い
ら
れ
る
も
の
と
、
①

も
っ
と
も
辞
的
な
辞
と
も
言
う
べ
き
「
第
四
類
の
助
詞
」
と
の
間
に
は
、

相
互
に
連
続
し
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

「あ
な
た
」

「
こ
れ
」
の
よ
う

「．何
々
が
ど
う
こ
う

I I 

専
門
科
目． 
共
通
9 9 

【
国
語
教
育
専
攻
】

修
土
課
程

1
0
 

一
年
度

lo 



問
8

問
7

問
6

問
5

問
4

問
2

問
1

二
0
二
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年
度

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
士
課
程
外
国
学
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入
学
試
験
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題

専
門
科
目
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共

通

【

国

語

教

育

専

攻

】

言言
/---、ー、一‘_←̀
形形動代へ名
容容

数
名詞

動詞詞詞ツ詞
詞

詞的な語
-- ～ ~ 
開自
門 関

- ＾、
i 用体

i 
- ^ → 

酎惰副詞詞

懇

―- - ＿ 
助 助接

勁 続
詞 詞

函
譲去消定
のの・のの
助助完助助
動動了動動
詞詞の詞詞

＇ 

詞
9 -、--4、
第第第第
四＝――
類頬類類
のののの

助脚助助
詞詞詞詞

＾^^^ 
•一・

惑
動
詞
：
…
…
…
…

．．
 
感
動
詞

傍
線
部
1
で
重
視
し
て
い
る
「
単
語
の
機
能
」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
指
す
か
。
具
体
的
に
説
明
し
な
さ
い
。

空
皇
い
図
]
土
口
圏
ぜ
、
「
詞
」
か
「
辞
」
の
い
ず
れ
か
の
用
語
を
入
れ
な
さ
い
。

二
重
傍
線
部
A
.
B
.
C
の
術
語
に
つ
い
て
、
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
な
さ
い
。

傍
線
部
2
は
ど
の
よ
う
な
意
味
か
。
活
用
と
「
辞
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
な
さ
い
。

誓

部

3
は
動
詞
と
形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
区
別
に
関
す
る
基
本
的
な
捉
え
方
だ
が
、
回
の
動
詞
の
中
に
は
、
「
書
く
」
「
あ

る
」
と
違
っ
て
、
む
し
ろ
⑭
の
「
何
々
が
ど
う
こ
う
だ
」
と
い
っ
た
静
止
的
・
固
定
的
な
も
の
を
表
現
す
る
一
群
が
存
在
す
る
。

そ
の
よ
う
な
性
質
の
動
詞
を
二
つ
挙
げ
、
具
体
的
な
用
例
を
示
し
な
が
ら
説
明
し
な
さ
い
。

傍
線
部
4
は
「
副
詞
」
と
呼
ば
れ
る
品
詞
の
中
心
的
な
性
質
と
言
え
る
が
、
副
詞
の
中
に
は
、
「
あ
る
種
の
名
詞
」
を
修
飾
で

き
る
副
詞
も
存
在
し
、
そ
の
場
合
は
連
用
修
飾
で
は
な
く
連
体
修
飾
の
機
能
も
有
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
タ

イ
プ
の
副
詞
の
名
称
を
挙
げ
、
具
体
的
な
用
例
を
示
す
と
と
も
に
、
こ
の
「
あ
る
種
の
名
詞
」
と
は
ど
の
よ
う
な
種
類
の
名
詞

な
の
か
、
詳
し
く
説
明
し
な
さ
い
。

鷹

部

5
は
ど
の
よ
う
な
意
味
か
。
「
陳
迩
副
詞
」
の
具
体
例
を
複
数
挙
げ
な
が
ら
、
他
の
副
詞
と
区
別
し
て
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
理
由
を
ま
と
め
な
さ
い
。

問
3

括
弧
〈

語

辞的な語
I I 

｀ 
X 

〉
に
入
る
品
詞
名
を
答
え
な
さ
い
。
（
〈

1 , 1 

X 

〉
は
文
中
に
―
＿
か
所
あ
り
、
同
じ
品
詞
名
が
入
る
。
）

[） ，詞）・
副
助
詞
）

（
彼
略
）

以
上

，
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【
共
通

B
】
（
こ
れ
は
研
究
指
導
に
「
石
原
千
秋
」
を
希
望
す
る
受
験
生
の
た
め
の
問
題
で
す
。
）

以
下
に
示
す
の
は
、
武
者
小
路
実
篤
『
お
目
出
た
き
人
』
(
-
九
―
一
年
）
の
末
尾
で
す
。
こ
れ
は
、

「
自
分
」
が
鶴
と
い
う
女
性
に
思
い
を
寄
せ
、
人
を
介
し
て
鶴
の
家
に
結
婚
を
申
し
込
む
が
断
ら
れ
、
そ

の
後
、
鶴
が
他
の
人
と
結
婚
し
て
し
ま
う
話
で
す
。
こ
の
一
節
を
読
ん
で
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

そ
の
後
自
分
は
鶴
の
こ
と
を
空
想
の
倉
か
ら
出
し
て
記
憶
の
倉
の
中
に
入
れ
よ
う
と
努
力

む

だ

し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
記
ゲ
に
淋
し
い
苦
し
い
努
力
で
あ
っ
て
無
益
な
努
力
で
あ
っ
た
。
時

間
の
手
に
任
せ
る
よ
り
仕
方
が
な
い
。

自
分
は
花
を
す
べ
て
と
り
さ
ら
れ
た
花
園
の
内
を
淋
し
い
心
を
も
っ
て
自
分
を
あ
ざ
け
り

な
が
ら
歩
き
ま
わ
っ
て
い
た
。

女
に
綬
え
て
い
る
自
分
は
他
日
ま
た
女
を
恋
し
得
る
か
も
知
れ
ぬ
。
し
て
今
の
失
恋
を
祝

福
す
る
時
が
来
る
か
も
知
れ
ぬ
。
し
か
し
今
の
自
分
に
は
そ
ん
な
考
は
何
に
も
な
ら
な
い
。

た
ゞ
淋
し
い
、
情
け
な
い
。
や
4
と
も
す
る
と
涙
ぐ
む
。

自
分
は
旅
行
し
よ
う
か
と
思
っ
た
。
こ
の
ま
4

い
て
は
身
体
を
こ
わ
し
は
し
な
い
か
と
思

っ
た
。
し
か
し
自
分
は
自
分
を
勇
士
と
思
っ
て
い
る
。
自
分
を
恋
せ
ぬ
女
が
人
妻
に
な
ろ
う

と
も
そ
は
自
分
に
と
っ
て
幸
な
る
こ
と
で
あ
る
う
と
も
不
幸
な
こ
と
で
は
な
い
は
ず
だ
。
そ

じ

ご

う

じ

と

（

た

め

う
云
う
女
を
妻
に
し
な
か
っ
た
こ
と
は
喜
ぷ
べ
き
で
あ
る
。
自
分
は
自
業
自
得
の
失
恋
の
為

に
身
体
を
こ
わ
す
こ
と
を
恐
れ
る
よ
う
な
人
間
で
は
な
い
は
ず
だ
。
自
分
は
す
る
だ
け
の
こ

と
を
し
た
以
上
は
運
命
を
甘
受
す
る
だ
け
の
哲
人
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
間
だ
。

自
分
は
東
京
に
と
ゞ
ま
る
こ
と
に
し
た
。
そ
う
し
て
淋
し
い
心
を
か
く
し
て
平
気
な
顔
を

し
て
い
た
。
父
や
母
や
川
路
氏
は
こ
れ
な
ら
あ
ん
な
に
ま
で
結
婚
さ
せ
よ
う
と
心
配
し
な
い

で
も
よ
か
っ
た
と
思
わ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。

し
か
し
す
る
だ
け
の
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
ど
う
し
て
我
慢
が
出
来
よ
う
。
そ
れ
が
せ
め
て

い

L
や

も
の
慰
藉
じ
ゃ
な
い
か
。
最
愛
の
児
を
失
っ
た
母
に
と
っ
て
出
来
る
だ
け
の
こ
と
を
し
た
と

ゆ
い
い
つ

云
う
の
が
唯
一
の
慰
藉
じ
ゃ
な
い
か

b

+i
月
三
日
の
晩
に
自
分
は
今
年
工
科
を
卒
業
し
た
友
を
訪
れ
た
。
そ
う
し
て
何
げ
な
く

鶴
の
夫
の
こ
と
を
聞
い
た
。
友
は
よ
く
知
っ
て
い
た
。
そ
う
し
て
快
活
な
い
4

人
だ
と
云
っ

た
。
立
派
な
身
体
し
た
い
4

人
だ
と
云
っ
た
。
そ
う
し
て
近
頃
恋
女
房
を
も
ら
っ
て
元
気
だ

と
云
う
こ
と
ま
で
し
ゃ
べ
っ
た
。

自
分
は
何
げ
な
く
こ
そ
う
か
い
』
と
云
っ
た
。
友
は
話
し
た
あ
と
で
不
意
に
『
な
ぜ
聞
く

の
だ
』
と
聞
い
た
。
自
分
は
鼠
の
ほ
て
る
の
を
覚
え
た
。
そ
う
し
て
や
4

と
も
す
る
と
涙
が

出
そ
う
な
の
で
よ
わ
っ
た
。

『
↓
打
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
さ
』
と
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
云
っ
た
。

友
は
別
に
追
窮
し
な
か
っ
た
。

＊
 

四
翫
ら
く
し
て
自
分
は
何
時
の
ま
に
か
鶴
は
自
分
を
恋
し
て
い
て
く
れ
た
の
だ
が
父
や

母
や
兄
の
す
4

め
で
進
ま
ず
な
が
ら
人
妻
に
な
っ
た
の
だ
と
理
由
も
な
し
に
思
う
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
う
し
て
そ
れ
か
ら
一
月
も
た
っ
た
。
今
は
鶴
を
あ
わ
れ
む
よ
う
な
気
分
に
な
っ
た
。

あ

そ
う
し
て
鶴
の
運
命
が
気
に
な
り
だ
し
た
。

自
分
は
こ
の
感
じ
が
あ
や
ま
っ
て
い
る
か
、
い
な
い
か
を
鶴
に
逢
っ
て
聞
き
た
く
思
っ
て

い
る
。し

か
し
鶴
が
『
錮
ば
一
度
も
覧
声
の
こ
と
を
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
』
と
自
ら
云
お

う
と
も
、
自
分
は
そ
れ
は
口
だ
け
だ
。
少
く
も
鶴
の
意
識
だ
け
だ
と
思
う
に
ち
が
い
な
い
。

【
問
一
】
「
自
分
」
は
い
か
に
も

を
あ
げ
て
説
明
し
な
さ
い
。

【
間
二
】
一
方
、
作
者
は
「
お
目
出
た
き
人
」

拠
を
あ
げ
て
説
明
し
な
さ
い
。

I'1 

専
門
科
目

゜
「
お
目
出
た
き
人
」

共
通
9,  

外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

に
思
え
る
が
、

そ
の
理
由
を
こ
の
一
節
か
ら
根
拠

だ
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
理
由
を
こ
の
一
節
か
ら
根

【
国
語
教
育
専
攻
】

修
土
課
程

1
0
 

一年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
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問
二

【
共
通

c
】
（
五
味
渕
典
嗣
）

0
次
に
示
す
の
は
、
芥
川
龍
之
介
『
舞
踏
会
」
の
一
節
で
あ
る
。
当
時
一
九
歳
の

さ
れ
た
舞
踏
会
に
参
加
し
た
。
「
明
子
」
は
、
そ
こ
で
「
フ
ラ
ン
ス
の
海
軍
将
校
」

腕
を
組
ん
で
階
下
の
部
屋
に
向
か
っ
た
。
以
下
は
、
そ
れ
に
続
く
場
面
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
海
軍
将
校
は
、
明
子
と
食
卓
の

l

つ
へ
行
っ
て
、
一
し
ょ
に
ア
イ
ス
ク
リ
イ
ム
の
匙
を
取
っ
た
。
彼
女
は
そ
の
間
も
相
手
の
眼
が
、
折
々

彼
女
の
手
や
髪
や
水
色
の
リ
ボ
ン
を
掛
け
た
頸
へ
注
が
れ
て
い
る
の
に
気
が
つ
い
た
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
彼
女
に
と
っ
て
、
不
快
な
こ
と
で
も
何
で
も
な

せ

つ

な

び

ろ

う

ど

か
っ
た
。
が
、
あ
る
刹
那
に
は
女
ら
し
い
疑
い
も
ひ
ら
め
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
黒
い
天
鵞
絨
の
胸
に
赤
い
椿
の
花
を
つ
け
た
、
ド
イ
ツ

そ
ば

人
ら
し
い
若
い
女
が
二
人
の
傍
を
通
っ
た
時
、
彼
女
は
こ
の
疑
い
を

11
の
め
か
せ
る
た
め
に

r

こ
う
い
う
感
歎
の
言
葉
を
発
明
し
た
。

「
西
洋
の
女
の
方
は
ほ
ん
と
う
に
お
美
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
こ
と
。
」

海
軍
将
校
は
こ
の
言
葉
を
聞
く
と
、
思
ひ
の
外
其
面
目
に
首
を
振
っ
た
．

「
日
本
の
女
の
方
も
美
し
い
で
す
。
殊
に
あ
な
た
な
ぞ
は
ー
ー
」

「
そ
ん
な
こ
と
は
こ
ざ
い

i
せ
ん
わ
。
J

「
い
え
、
お
世
辞
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
ま
出
す
ぐ
に
パ
リ
の
舞
踏
会
へ
も
出
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
ら
み
ん
な
が
驚
く
で
し

ょ
う
。
ワ
ッ

ト
オ
の
画

の
中
の
お
姫
様
の
よ
う
で
す
か
ら
。
」

す
が

明
子
は
ワ
ッ
ト
オ
を
知
ら
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
海
軍
将
校
の
言
葉
が
呼
び
起
し
た
、
美
し
い
過
去
の
幻
も
—

ー
森
の
噴
水
と
凋
れ
て
行
く
薔
薇
と
の
幻

も
、
一
瞬
の
後
に
は
名
残
り
な
く
消
え
失
せ
て
し
ま
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
が
、
人
一
倍
感
じ
の
鋭
い
彼
女
は
、
ア
イ
ス
ク
リ
イ
ム
の
匙
を
助
か

し
な
が
ら
、
わ
ず
か
に
も
う

1

つ
残
っ
て
い
る
話
題
に
す
が
る
こ
と
を
忘
れ
な
か
っ
た
。

「
私
も
、
パ
リ
の
舞
踏
会
へ
参
っ
て
み
と
う
ご
ざ
い
ま
す
わ
.J

 

「
い
え
、
パ
リ
の
舞
踏
会
も
全
く
こ
れ
と
同
じ
こ
と
で
す
。
」

め
ぐ

海
軍
将
校
は
こ
う
言
い
な
が
ら
、
二
人
の
食
卓
を
続
っ
て
い
る
人
波
と
菊
の
花
と
を
見
廻
し
た
が
、
た
ち
ま
ち
皮
肉
な
微
笑
の
波
が
瞳
の
底
に
動
い
た

と
思
う
と
、
ア
イ
ス
ク
リ
イ
ム
の
匙
を
や
め
て
、

ひ

と

ご

と

「
パ
リ
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
舞
踏
会
は
何
処
で
も
同
じ
こ
と
で
す
。
」
と
半
ば
独
り
語
の
よ
う
に
つ
け
加
え
た
。

一
時
間
の
後
、
明
子
と
フ
ラ
ン
ス
の
海
軍
将
校
と
は
『

る
星
月
夜
の
露
台
に
伶
ん
で
い
た
。

＿
A
,ぇ

Ii
わ
ず
魯
ぢ
よ
う
ち
ん

う
ず

欄
干
―
つ
隔
て
た
露
台
の
向
う
に
は
、
広
い
庭
園
を
埋
め
た
針
葉
樹
が
、
ひ
っ
そ
り
と
枝
を
か
わ
し
合
っ
て
そ
の
梢
に
点
々
と
鬼
灯
提
灯
の
火
を
透

こ
け

か
し
て
い
た
。
し
か
も
冷
か
な
空
気
の
底
に
は
、
下
の
庭
園
か
ら
上
っ
て
く
る
苔
の
匂
い
や
落
ち
葉
の
匂
い
が
、
か
す
か
に
寂
し
い
秋
の
呼
吸
を
漠
わ
せ

て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
が
、
す
ぐ
後
の
舞
踏
室
で
は
、
や
は
り
＞
エ
ス
や
花
の
波
が
、
十
六
菊
を
染
め
抜
い
た
紫
縮
緬
の
幕
の
下
に
、
休
み
な
い
動

揺
を
続
け
て
い
た
。
そ
う
し
て
又
調
子
の
高
い
管
絃
楽
の
つ
む
じ
風
が
、
相
変
わ
ら
ず
そ
の
人
間
の
海
の
上
へ
｀
用
捨
も
な
く
鞭
を
加
え
て
い
た
。

勿
論
こ
の
露
台
の
上
か
ら
も
、
絶
え
ず
に
ぎ
や
か
な
話
し
声
や
笑
い
声
が
夜
気
を
揺
す
っ
て
い
た
。
ま
し
て
暗
い
針
葉
樹
の
空
に
美
し
い
花
火
が
揚
が

る
時
に
は
、
ほ
と
ん
と
人
と
よ
め
き
に
も
近
い
音
が
、
一
同
の
口
か
ら
洩
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
交
じ
っ
て
立
っ
て
い
た
明
子
も
、
そ
こ
に
い

た
懇
意
の
令
嬢
た
ち
と
は
、
さ
っ
き
か
ら
気
軽
な
雑
談
を
交
換
し
て
い
た
。
が
、
や
が
て
気
が
つ
い
て
見
る
と
、
あ
の
フ
ラ
ン
ス
の
海
軍
将
校
は
、
明
子

に
腕
を
借
し
た
ま
ま
、
庭
園
の
上
の
星
月
夜
へ
黙
然
と
眼
を
注
い
で
い
た
。
彼
女
に
は
そ
れ
が
何
と
な
く
、
郷
愁
で
も
感
じ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
そ

こ
で
明
子
は
彼
の
顔
を
そ

っ
と
下
か
ら
覗
き
こ
ん
で
、

「
お
国
の
こ
と
を
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
。
」
と
半
ば
甘
え
る
よ
う
に
尋
ね
て
み
た
．

す
る
と
海
軍
将
校
は
相
変
わ
ら
ず
微
笑
を
含
ん
だ
眼
で
、
静
か
に
明
子
の
方
へ
振
り
返
っ
た
。
そ
う
し
て
「
ノ
ン
」
と
答
え
る
代
わ
り
に
、
子
供
の
よ

う
に
首
を
振
っ
て
み
せ
た
。

「
で
も
何
か
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
ご
ざ
い

i
す
わ
．
」

「
な
ん
だ
か
当
て
て
御
覧
な
さ
い
。
J

そ
の
時
露
台
に
集
ま
っ
て
い
た
人
々
の
間
に
は
、
又
一
し
き
り
風
の
よ
う
な
ざ
わ
め
く
音
が
起
こ
り
出
し
た
。
明
子
と
海
軍
将
校
と
は
言
い
合
わ
せ
た

（

も

で

よ
う
に
話
を
や
め
て
、
庭
固
の
針
葉
樹
を
圧
し
て
い
る
夜
空
の
方
へ
眼
を
や
っ
た
。

そ
こ
に
は
ち
ょ
う
と
赤
と
青
と
の
花
火
が
、
蜘
蛛
手
に
閤
を
は
じ
き

な
が
ら
、
将
に
消
え
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
明
子
に
は
何
故
か
そ
の
花
火
が
、
ほ
と
ん
と
悲
し
い
気
を
起
さ
せ
る
ほ
と
そ
れ
ほ
と
美
し
く
思
わ

れ
た
。

「
私
は
花
火
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
で
す
。
我
々
の
生
の
よ
う
な
花
火
の
こ
と
を
．
」

し
ば
ら
く
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
海
軍
将
校
は
、
優
し
く
明
子
の
顔
を
見
下
し
な
が
ら
、
教
え
る
よ
う
な
調
子
で
こ
う
言
っ
た
。

問

一

傍
線
部
「
や
は
り
レ
エ
ス
や
花
の
波
が
、
十
六
菊
を
染
め
抜
い
た
紫
縮
緬
の
幕
の
下
に
、

あ
る
が
、
こ
れ
は
「
舞
踏
室
」
の
ど
ん
な
様
子
を
表
し
て
い
る
か
、
説
明
し
な
さ
い
。

こ
の
場
面
で
「
明
子
」
「
海
軍
将
校
」

し
な
が
ら
、
あ
な
た
の
考
え
を
書
き
な
さ
い
。

9,  

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

や
は
り
腕
を
組
ん
だ
ま
ま
‘

「
明
子
」
は
、
父
親
に
連
れ
ら
れ
、
鹿
鳴
館
で
開
催

と
出
会
い
、
彼
と

「
ヴ
ァ
ル
ス
」

を
踊
っ
た
あ
と
、

こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

休
み
な
い
動
揺
を
続
け
て
い
た
」
と

は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
か
。

専
門
科
目． 
共
通
1, 9,9 

本
文
中
の
表
現
を
根
拠
に

お
お
ぜ
い
の
日
本
人
や
外
国
人
と
一
し
ょ
に
、
舞
踏
室
の
外
に
あ

【
国
語
教
育
専
攻
】

修
士
課
程

1
0
 

一
年
度

ぅ
3

9
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